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まとめ

沖縄は本土復帰して 20年を迎えた。その聞に市民生活とりわけ生活文化面

での米国の影響は次第に薄らいで、今日では米国軍人軍属家族と地元住民の生

活レベルの格差は 30年前の様な大きなものではなく、むしろ部分的には逆転

したところも見られるようになってきた。こうした今日の状況からすれば、外

人住宅の内容はそれほど驚くものではなL、。しかし、 30年前の状況において

地元住民の生活観からは、外人住宅に見られた高度に近代化された内容には一

種の憧れを抱かせるのに十分なものがあり、その後の民間住宅の展開に一つの

方向性を示す存在でもあった。

こうした建築史・建築意匠的観点からも特色ある外人住宅についてこれまで

本格的な調査研究が殆どなされなかったのは、米軍支配下にあった時の産物と

いう社会的観念によるところが大きいものと思われる。しかし、建築史及び意

匠的視点から外人住宅を捉える時、近代建築技術の先進地域から非先進地域へ

の導入、及びその地元への普及という点において極めて意義深い対象として注

目される。取り分け外人住宅は、設計・施工に厳しい制約のある基地内住宅と

は異なり、地元民間業者による採算ベースで作り上げられたものであり、いわ

ば当時の建築生産体制の建前でない本音の姿で展開されたところに特色がある。

外人住宅がドル獲得産業としてクリーンヒットし、 1万2千戸を上回る膨大

な数の住宅が建設されたのは、米国と沖縄の生活水準の大きな格差もポイント

のーっとしてあげられる。このような状況の中で多くの地元住民が外人住宅を

含め基地内外の多くの軍人軍属の住宅に建設関係者あるいはハウスメイド、庭

師等として関わり、直接的に洋式住宅に出会う機会が得られたのは日本本土の

終戦直後の状況とは違い、地域全体がかなり大きな影響を受けたのであった。

洋式文化の影響という点においては、外人住宅のみならず基地内住宅も含めて

の影響とみなければならないが、 1万2千戸という量は基地内住宅の量をはる

かに上回るものであり、外人住宅の量的側面からの影響力には無視し得ないも

のがある。そしてそれはまた建築技術においても多くの技術者や職人が関わり、

彼等がその後の本島・離島での住宅建設に広く関わっていることもコンクリー

ト造住宅の普及に強く影響していることとして注目される。

本研究では外人住宅について第 1章で発生と展開、第 2章で分布状況、第 3

章で建設技術、そして第4章で-地元民間住宅への影響を論じたが、対象が広範

囲になり個々の内容については更に今後深める必要がある。外人住宅の手本と

なった基地内住宅のスタンダードの成立及び米国の住宅との関係、さらには沖

縄以外の地域における外人住宅との比較等は今後の課題としたL、。
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